
東京鵬国立市6但四TB20・1

JUNIピ？スロ立1F 

合同会ltJAPANマネジメント

(JlJlflEI的の怜定）

個人情報取扱同意書

I. ●人憎纏誼紐...は、11人情帽を駁リ艤うに当たっては、その.. , 用の目的 （以下 r利用目的Jという． ）をでeる霞）ヽ輸定
しなければならない．

2. 働人鳩蝙耽贔畢貴itl:t,がl用目的を変更Tる場合に" 震I!~の利用目的と関遍せを-l!Tると令糧的に統められる範渇を紐え

て行ってはならない．

（判用目的による割扇）

）、働人漕蝙駁＆事●奮11、あらかじめ本人の閲急を得ないで． 胴集の履定により讐定されたti)用目的の遺底に必璽な範l!lを触え

て．憧人情彎を取り扱ってllならない． ． 

2. 働人鳩編取扱事稟肴1エ、合伯その他の事由により他の饂人憤電欧扱事霙書から事霙を承縫することに停って直人情載を取綱し

た爆合ll、あらかじめ本人の周●を得ないで、 承綱舶における当区“人鳩載の利用目的の違成に必璽な範囲を舷えて.zl該饂

人慣彎を駐リ級ってはならない．

（不遍正なfl用のU止）

鍾人憤鑢駁撮事貫書,:i.邁法又は不当f'行＾を肋長し、又は誘発するおそれがある万法により儘人情輯を利用してはならない．

{.!ifな駐鴨l

I. 働人鳩蝙駅11,畢喝ll.偽リその他不正の手aによリ饂人惰蝙を歓旧してはならない．
2. 饂人憎鴫駅艮畢●噸l:t.次に掲げる湯合を陰く11が あらかし:If)*人の同●を鳴ないで． 璽記疇鉗人情蠅を駁鳩してはならない．
ー． 法令に基づく 場合

ニ・ 人の生~． 鼻り又ll l:1&の位護のために必賽がある場合であ って、 4人の問•t- 膚る ことが出＂であるとき．

:::::. 公戴衝生の内J:又12児●(1)鑢介な“成の惰量のた#'>1:'-''こ≫冒がある場合であって． 本人の111l●をIllることが困胄であると!.

四.Illの●関呑しく13地力公共団体又12その畳託を曼11た着が士令の定める●携を量行することにNしてIAヵする必饗がある湯合

であって、本人の同息を得ることによリ出該●愚の直9うに支●を及I!すゎそnがあるとさ．

五． 蘊 llfll人情蝙駐扱畢•骨が零!fl研究●閲調である場合であって. 11111書紀鴫1i1人鳩編を字術研究目的でmり扱う必璽がある と
き （当該璽配膚鱈人清蠅を散り桟う目的の一瓢が字術研究目的である場合を含み．働人の櫓利利益を不当に優●するおそれがある

蟻合を鯰＜．）．

六. ..,. 術研究●関冨から当該警紀膚個人鳩帽を耽＂す る場合であって・出は饗紀疇ti1人情帽を字巾糾究目的で取鳩する必量がある

と ~ (当該妻配慮鮨人情帽を収18する目的の一聾が学術日究目的である場合を含み、編人の帽』I)利益を不当に侵官するわそれ

がある場合を鯰<.) (当該僅人情蜆欧設事●得と当区字術研究llllll等が共Iii]して字術研究を行う 湯合に限る． ）．

七． 当n璽紀慮●人憎鰭が、 本人、 国の轡関． 地方公共団体、 字術研究轡に疇． 重五十七条璽—l員各号に掲げる台その地醤人情蠅

偏霞曼員会慢JIIで定める奮によリ公開されている湯合

八． その他酌各日1:渇げる場含に(1!ずるものとして政令で定＂る場合

<bill,.: 霞しての月•.Ill 目的の過知等J

I. ti人憤蝙釈ほ攀薦費11.Ill人情鳩を敢頃した湯合は、あらかし:nその利用目的を公表している湯合を給き.速やかにその9り
用目的を、本人にa知し、又は公表しなければならない．
2 嗣人漕編LLLLLLT●●●は、前項の慣定にかかわらず、本人との間で蛇mを緯謁することに｛皐って契的●その｛也の■面 （電磁的記
＂を 11°{;.以tこの項において間じ．）に記董された当該本人の饂人鳩編を取嶋する場合その他本人から直撞●面に記量された

3該ム人の饂人膚帽を駅情する場合は あらかじめ． ふ人に、tJし． その利urn的を明mしなければならない．ただし．人の生

命．負体又ll財代の伐讀のために緊急に必璽がある場合は．この霞I)でない．

3 、 鮒人鳩蝙駁ll•鼻信は、が111rnrr1を度JI!した嶋合は｀叉更されたWllQ的について、 本人に息知し、又は公孜しなければなっ

’‘し ‘•
4、"三噴の糟定ll、次に渇げる鴫合についてll、●用しない．

｀ 利用 bJ e<Jを本人に _.,a し、又は公牧する ことによ リヽし人又 llMー肩の生命． 身体｀ 財髯その他の櫓~ I J~lj品を冒するおそれがあ

る嶋合

二． 利用目的を本人に410し．又1::公我する ことによ り当U凶人鳩鍼取拉畢-~の槽糾又IJiI当9ヽ 利益を害するおそれがある場合

三、 口の震閲又は培方公共団体が法令の定める・務を逼行することにnして協力する必璽が，，る場合であって、9り用目的を本人に
過 し．又に公畏することにより当U事桟の遭行に及疇を&11Tおそれがあるとさ．



四．取縛の状況からみて利用目的が明らかであるとじめられる場合

（データ内宮の正確性の竃侃専）

饂人情電駐揖・貴青は、利用目的の違成に必璽な範llll内において、fii1人デークを正竃かつ●断の内fflこ侶つとともに． 利用Tる必

讐がなくなったときは、当該饂人デークを遅澤な く消去するよ うnのなければならない．

（安全讐遭擢冒）

爛人慣●駐扱..書は、その取I/扱う饂人デークの漏えい． 戴失又ll毀損の防止その泡の111人デークの安全●壇のために必璽かつ

曇tJJなII●を講じなければならf,1ぃ．

(l.t璽書の監●）

“人情蝙翫攘..書u.そのは●看1:1&人デークをm↓)＆わせるに幽たっては．当n曇人デークの安全贄糧が図られるよ う.lliB 
ほ.., こT!Tる必璽かつ曇切な監督を行わなければならt，ぃ．

'*託先のに讐）

“人憤彎敗扱..倉"、働人データの取扱いの全聾又1,一鄭を曇託する場合は．その取扱いを螢託された値人データの安全雷曙が

図られるよう． 賣代を受けた奮に対する必璽かつ溝切な監ヽを行わなければならない．

（●えい鴫の蠅言鴫）

I. ●人憎編歓様事●●は會その耽I)扱う0人デークの量えい． 戴矢、餃損その他の0人デークの安全の電侃に係る事疇であって

錮人の櫓利利益を害するおそれが大きいものとして饂人憤帽保鱈畳員会現9りで定めるものが生じたと きll.凶人憤鍼保譲畳員

会鰻劃で定めるところによリ、 3該畢應が生じた旨を園人憤帽侃謹畳員会に鰻eしなければならない．ただし＊当騒偏人情輯

む贔..噸が他の編人潰帽政扱畢畢名又12行政機関等から当区鱈人デークの政扱いの全部又は一慾の委託を受けた場合であ

って、個人鳩帽保護畳員会規則で定めるところによリ． 当該畢態が生じた言を当該他の餞人情報敢扱事婁令又IJ行政暢閲尋に

過したときは、この隕ljでない．

2. 訂項に瑣定する場合には、 値人情鰻取扱事婁者 （問項ただし書の規定による過知をした者を除く.)ll、本人に刃し｀偏人潰

鍼俣鱈委員会規員りで定めると ころにより、当該・霞が生じた旨を過知しなければならない．ただし、本人への過知が困胃9嶋

合であって、本人の権利利益を保11するため必賽なこれに代わるぺきII置をとると きll、この碩りでない．

（貫三≪II供の創限）

I. til人憎編散扱事稟奮は．次に掲げる湯合を稔くIJか、 あらかじり本人の同量を湯ないで、国人データを第三看1こ漫供して11な

うない．

-. 法令に基づく場合

二、人の生命、身体又は財覧の保讀のために必妻がある場合であって、本人の同塁を噂ることが困舅であると き．

三、公景衝生の向上又は児璽のIll全な 胄成の帽遍のために怜に必璽がある湯合であって 、 ＊人の同息を得ること が困寵であると ~ .

四、国の●関著しくは地方公共団体又IJその蚕託を受けた書が法令の定める事Bを這行することに対して協力する必璽がある湯合

であって、 本人の問璽を得ることによ I)当該事務の遁行に支霞を及ぼすおそれがあるとき．

五、当該●人鳩輯取級・重書が字悶研究織閲等である場合であって.on働人デークの員倶が学術研究の1疋景の公表又11飲授のた
めやCを得ないと き（伽人の権利利益を不当に優軍するおそれがある場合をほく．）．

六、当該餞人鳩鰭lll:験皐貴信が字侑研究懺閲嗚である場合であって．当該働人デークを字内研究目的で1l仇する必雙があるとき

ばlllt昌人デークを1l供する目的の一郎が学術研究目的である・合を含み.tll人の櫓利利益を不当に慢害するおそれがあるII

合を鯰く,1 (illは111人情蠅即扱・稟書と当U覺三書がヰ問して零灼ザ究を行う湯合に隕る． ）．

七."IU: 舅=flh'守術研究●閲等である場合であって. ~6舅三囀 力•~Dt国人デーク を字1'11.11究目的で政リ紐 う必贄がある と 9

("I駄饂人データを駁り扱う目的の一隠が字約団究目的である湯合を含み、鉗人の膚,,,利益を不当に優害 ・`るおそnがある場

合をIIJ<.)• 

2. 働人噴蝙駅扱畢稟むは．覺三項に!N!llされる饂人デークについて.:t: 人の求めに応じて当駄＊人が識別される個人デークの綱

三囀への提供を停止することとしている湯合であって．次に掲Ifる●項について、 饂人憤輯保護畳員会規則で定めるところに

よ リ． あら力じめ、 本人に週知し． 又 11本人が8易に,O •J !ll る伏霞に置 くと ともに、 饂人情嶋侃rt•員会に届け出たと＇ は、

印瑣の鑽rにかかわらず、当隅傭人デークを舅＝書に檜供することができる． ただし、 111三看に提供される値人デークが璽配
●t11人惰蠅又lj昂二 1粂第 IJIO)J見定に邁反して取得されたしの石しくは宅の饂人鳩帽収般畢.,fl/)ヽらこの1員

本文の鑽定により提供されたもの（その令郭又は一郭を覆駁し．又Ii加工したものを會む．）である場合は、このはIJでない．

ー、 集三名へのll!J:.を行う仙人情帽収扱攣稟嘔の氏名又IJ名切及び伍所董Uに上人にあって11、その代表唱 （法人でない団体で代

壼・又は胃珊人の定めのあるしのにI>ってll.その代最・又は冒覆人．以下この条、11三十条蒙一項貫一号及び戴三十二条鯖

一隕舅一号において同じ．）の氏名

一、重三奮への復仇を利用目的とするこ と．

三． 舅二量に揖仇される圏人デークの頃目



四．貫三・しこ撮侶されるt111人デークの散得の方法

五． 貫三看へのII供の方法

穴． ふ人の求めに応じて当区本人が識別されるtil人デークの賽三書への撮缶を停止すること．

七． 本人の求めを受け付ける方法

八． その屯偽人の檜利利益を保譴するために必饗なものとして0人憤霜保履委員会現則で定める學項

3. 緬人墳編取＆事重4Jl;t、豹項第一号1こ渇げる事項に変更があったと き又!;:霞噴の庚定による佃人デークの撮仇をやめたとさは

遅濤なく． 同項第三号から第五号まで、第七号又は第八号に渇げる事項を変更しようとするときはあらかじめ、その旨につい

て、 ●人憎鑢億震委員会現劃で定めるところによ り、 本人に過知し、又は本人が容易に知リ褐る状態に●くとともに、 ●人鳩

帽保譴畳員会に/iillt出なければならない．

4. 饂人潰嶋但鱈畳員会は、 累二頃の履古による届出があったと きは｀儡人tll帽保糧螢員会規月Jで定めるところによリ．当該猛出

に係る・頃を公我しなければならない． 約頃の廣定による“出があったとさt,,間撮とする．

s. 次に膚げる場合において．沿該値人デークの撮伍を受ける暑1.1,嗣名膚の戌定の遍用についてtj,饒三肴に区騒しないものと
する．

-. ti人鳩鐘取扱事●噛が利用目的の違成に必讐な慶四内において“人デークの印扱いの全饗又は一廓を畳託Tるこ とに仲って当

該鰯人デークが提仇される場合

二、合伍その他の事由による事婁の承組に伴ってt!l人データが擾供さnる場合

三．均定の者との間で共同して利用される鮨人デークが当該巧定の書に桟供される場合であって、 その旨並びに共同して利用され

る鮨人データの項目共同して利用する者の範囲．利用する君の利用目的董びに当区個人データの管理について貴任を有する

者の氏名又は名称及び住所聟びに法人にあっては．その代表看の氏名について．あらかじめ、 本人に過知し、又11本人が宮島と

に知り襴る状罵に冨いているき．

6. 鮒人潰鴫駐＆畢婁含は.fl項璽二号に規定する儡人デークの贄”について胄任を賓Tる捐の氏名．名杯若しくは住所又ll法人

にあってIJ.その代哀aの氏名に変更があったと きIJ-Jf溝なく、 同号に規定する利用する、の利｝り日的又は当該貴任を針する

易を鼠更 し よ うと すると きはあらかじめ． その !'i iこついて ． 本人に過氾し． 又け本人が行易に知り得る t~III!に●かUければな

らない．

いは、貴社が上記・項を漫守することを前提とし、 臼人情帽を漫供します．

l1Jlli 秒這、釘りを中

二伶、 也
氏名

J~/! 台4J月 /6,22 TO;'M. ~A 

露
/02. 

~ 
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